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今年初めに、千葉県の市川市と船橋市にまたがる三番瀬の干潟で、東京湾北部では埋め立てや水質悪化により

絶滅したとされる小型の巻き貝「イボキサゴ」を小会の調査で発見しました。その後、三番瀬を全体的に継続調

査した結果、複数の場所で生息が確認致しました。それをもとに 4月には千葉県立中央博物館ほか、複数の専門

家に呼びかけ合同調査を実施、生息の確認を正式に致しまして、今回のＮＨＫのニュース報道に至っています。 

報道では時間的な制限もあり、お伝え出来なかった部分を小会より補足させていただきます。 

 

現場での調査所感より、三番瀬の中で生息の確認と再生産(子が生まれ成長)が認められ、三番瀬の他所への供

給も認められる、といった専門家からの評価を伺っています(幼貝の確認・成長段階の異なる死殻を確認ほか、

現場状況等々により)。生息の確認・再生産といった事象を三番瀬で確認出来きたことは、改めて生物生産の基

礎的な役割を果たす重要な場所として意味のあることと言えます。「環境改善の兆し」、を期待すると同時に、 

下記にイボキサゴの生態等を交えながら、環境面を中心とした期待できる今後の可能性を幾つか次頁に示します。 

 

  

 

 

写真 上：調査時に確認した三番瀬におけるイボキサゴ 

(直径 1cm 未満の幼貝) 

 

写真左上：調査時に確認した三番瀬におけるイボキサゴ 

(直径約 2cm～2.5cm の成貝) 

 

写真 左 ：専門家との合同調査・NHK による取材風景 

 

 

（続く） 
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■水質浄化能力の面 

イボキサゴはプランクトン食（水管から海水を吸い濾過しながら餌を食べる）で、研究によるとアサリよりも

浄化能力があるそうです。春先から夏場にかけて急成長すると言われていますが、ちょうど東京湾内で植物プラ

ンクトン量が増加する時期と重なります。この時期に餌となるプランクトンを多く食べてくれますので、三番瀬

の中で同じような役割を持つ他の生きものに加わり、より一層の水質浄化に寄与してくれるものと考えます。 

 

■食物連鎖、海の豊かさの面 

イボキサゴはワタリガニなどカニ類が好んで食べると言われています。この 2 種間で生まれる被食－捕食の関

係は三番瀬におけるワタリガニ等の生産の下支えとなる可能性が十分にあります。カニ類の餌資源が豊富となれ

ばカニ類の水揚げも増え、漁業者にとっても意味のある生きものであるといえます。合同調査時、イボキサゴの

定着が認められると専門家から評価を伺いました。実際にここ 1～2 年、小会が実施する三番瀬干潟散策会でも

ワタリガニ・イシガニが例年になく多く観察され、漁師からもカニが多いとの認識を聞いています。イボキサゴ

の復活による新たな食物連鎖の繋がりが生まれる事は、豊かな海への一歩前進になると私たちは考えています。 

 

■人との関わり合いの面 

イボキサゴは平成 29年に国の特別史跡に指定された千葉市にある「加曽利貝塚」の貝塚より貝殻が多数出土、 

約 5,000年前に生活していた人々の貴重な食糧となったり貝殻は細かく砕いて特殊な利用法も想定されており私

たち千葉県に住むものにとって縁の深い生きものでした。しかし、東京湾北部では 1970 年代までに干潟の埋め

立てなどにより一度絶滅（詳細な時期は不明）しました。そして絶滅したとされる頃より約半世紀(約 50 年)程

度を経て、生息が再確認、復活したのです（木更津市にある盤洲干潟では平成 7 年、約 24 年前に生息が確認さ

れたとして現在に至ります）。これまで小会が実施する三番瀬干潟散策会で「殻」しか見ることが出来なかった

貝ですが、生きている姿が見られるという事は大きな驚き・喜びを感じます。太古より人の生活と関わりがあり、

東京湾内で一度姿を消したものの、盤洲そして「平成」も終わろうとしているなか、三番瀬へと順次戻ってきた

この小さな巻き貝と再度、人との関わり合いという歴史を「令和」の時代に刻んでいけるようになれば素敵な事

だと思います。 

 

■三番瀬の今後について 

今回、嬉しい発見となりましたが、今後も生息状況など調査を重ね、三番瀬のポピュラーな生きものとして安

定してくれることを願い見守りたいと思います。また、三番瀬は依然として青潮被害や傷ついた自然の修復の必

要性、利用ルール・マナーの問題などさまざまな課題も一方で残っており、これをキッカケにまた三番瀬に関心

を持つ方が増え、豊かな海への実践に向けひとりひとりの意識が変わるキッカケになればとても嬉しく思います。   

最後に、今回の調査に関してご協力頂きました皆様に深く御礼申し上げます。 
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